
　東日本大震災及び原子力災害の発生から14年が経過し、全国で風化が進行する中、震災等の記憶
と教訓を人々の心に刻むものとして、語り部の生の声による伝承がますます重要になっています。
　本事業では、「東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部」を全国に無料で派遣し、世界に類を
見ない複合災害の経験や教訓、そこから立ち上がる福島の現状や魅力について思いを伝えます。

申込期限：原則２ヵ月前まで。

申込みの受付１

申込書受付後、３週間以内に連絡します。

派遣の可否の連絡２

開催日の１ヵ月前までに連絡します。

派遣者名等の派遣内容の連絡３

開催に向けての準備等を進めます。

防災イベント等主催者と
電話・メール等での打合せ

４

会場設営、必要機器等の準備をお願い
いたします。

会場への派遣、開催５

申込みから開催までの流れ

各都道府県の防災イベント、防災研修等

派遣地１

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部
ネットワーク会議登録団体等の語り部

派遣する語り部２

派遣先及び派遣する語り部

令和７年度　東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部派遣事業

東日本大震災・原子力災害の経験や教訓を伝える

を無料で派遣します

東日本大震災・原子力災害
ふくしま語り部

東日本大震災・原子力災害
ふくしま語り部



派遣対象：自治体、学校、その他の団体が主催し、地震・津波・原子
力災害の複合災害への理解及び防災・減災意識を高めることを目的と
した講座等とします。ただし、政治・宗教・営利を目的とする集会等
は除きます。

１

聴講者数：概ね20名以上が聴講する防災講座等に派遣します。ただ
し、これを下回る場合においても状況に応じて派遣します。
※必要機器等（プレゼンテーションソフトを使用できるパソコン、スク
リーン、机、マイク及びマイクスタンド等）は申込者に準備していただき
ます。また、会場借上料などの必要経費は申込者の負担となります。

２

講話後、アンケートの御協力をお願いいたします（主催者・聴講者）。３

申込みに際しての注意事項

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議事務局（福島県生涯学習課内）
TEL：024-521-7404
ホームページ　https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11055b/muryo-kataribehaken.html
電子メール　f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp

主催・申込書ダウンロード先

　申込みは、福島県生涯学習課のホームページから、『東日本大震災・原子力災害
ふくしま語り部震災講話受講申込書』をダウンロードして、必要事項を御記入の上、
下記のアドレスまたはFAXにて。

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部派遣事務局
TEL：080-3933-6718〈９：30～17：30（土日祝及び年末年始を除く）〉
FAX：024-522-2980
電子メール：f -ka ta r ibe@j tb . com

申込み・問合せ先


